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が示された。５）愛着スタイルと友人関係における自己認知と他者からの認知（親密な友人から回答者への印象）と
の関連の検討（回答者本人とその友人のペアデータを用いた検討）：親密性回避は、友人関係における自己認知なら
びに友人からの他者認知と全体的に負の関連を示し、親密性回避が高くなるほど、自分の関係への評価は高まるが、
友人の関係への評価が低下することが示された。 
 関係不安の愛着次元は、主に特定の関係への固執傾向や個人内適応との関連が強く、また、もう一つの愛着次元で
ある親密性回避は、親密な異性との関係の質や関係葛藤時における対処の仕方、また、個人間適応と深い関連を有す
るものであることが明らかにされた。愛着に関する自己や他者への信念や期待は、対人関係の脈絡において、自己成
就的予言的な働きを含みながら、循環的に強化されていく可能性の高いものではあるが、それは常に変容可能性を含
みうるものである。これらの論点を、多様な研究を蓄積することによって、綿密に明らかにしたところが、この論文
の貢献度の大きさを示している。 
 
 本論文の研究成果・考察は説得力のあるものであり、得られた成果および申請者の研究への取り組みから、今後の
更なる研究展開が十分に期待されるものと考えられる。 
 多様な研究の展開、理論的統合の調和のとれた本論文は、博士（人間科学）の学位授与に十分に値するものである
と判定された。 
